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有害業務管理学は、職業において利用あるいはそれに伴う化学的要因、物理的要因、生物

的要因、並びに複合的要因によって引き起こされる作業関連疾患について、対象となる範囲

とその疾患の基本的な病態、就業との関連、発症及び進展予防に資する対策について理解し、

労働者への有害物質の曝露影響を未然に防ぎ、現場での対応並びに教育の方法を取得する

領域である。先進諸国の職域における産業保健の課題は、過去の職業性疾病と異なり、生活

習慣病を罹患している労働者が業務従事する場合の対策が重要である。特に福島原子力発

電所の事故における放射線曝露や、その過酷な労働状況における対策については今後重視

されると思われる。「特別論文指導」では、有害業務で引き起こされる様々な疾患とその特

徴および詳細な病態生理を理解したうえで、それに対する防護並びに安全配慮、職務の適性

配置等産業保健上重要な課題を分析し、自ら研究テーマおよび作業仮説を見出すことを目

指す。さらに、その仮説の解明のための解析方法を自ら実践し、結果を科学的及び論理的に

まとめあげ、研究テーマの設定、研究方法、結果、考察、結論、研究倫理、文献調査につい

て相互議論により構築しながら科学論文として自ら執筆できる能力を養う。この科目を通

して、有害業務に起因する疾患の予防、低減に向けて自ら課題を見出し、科学的に解決する

能力を習得する。 


